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住
み
よ
い
ま
ち
・
草
津
市

平
居
副
会
長
：
今
日
は
ご
多
忙
の
中
、
時
間
を
割

い
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

早
速
で
す
が
、
日
本
全
体
で
人
口
が
減
少
に

転
じ
る
中
で
、草
津
市
は
人
口
が
増
加
す
る
、

元
気
で
活
力
あ
る
都
市
だ
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
草
津
市
の
良
い
と
こ
ろ
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

橋
川
市
長
：
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
居
副
会
長
：「
東
洋
経
済
」
が
全
国
８
１
２
都

市
を
対
象
に
し
た
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
は
、
草
津
市
が
平
成
29
年
ま
で
は
近

畿
圏
で
5
年
連
続
1
位
、
令
和
２
年
は
近
畿

圏
で
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

橋
川
市
長
の
政
策
が
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
橋
川
市

長
が
考
え
ら
れ
る
草
津
市
の
「
住
み
よ
さ
」

に
つ
い
て
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

橋
川
市
長
：「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
４

項
目
20
指
標
で
全
国
の
都
市
を
比
較
し
て
ラ

ン
ク
付
け
し
た
も
の
で
す
。
草
津
市
は
特
に

「
利
便
性
」「
快
適
性
」「
富
裕
度
」
の
項
目

で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
と
し
て
は

「
便
利
な
交
通
」「
買
物
の
環
境
」
と
「
琵
琶

湖
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
」「
人
々

の
厚
い
人
情
」、
そ
れ
と
「
充
実
し
た
教
育
」

「
福
祉
施
策
」
が
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

 「〝
草
津
の
市
民
〞
と
し
て
喜
び
が
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
」
だ
と
13
万
6
千
人
の
市
民
の
皆

様
に
実
感
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
草
津
を
訪

れ
る
人
に
も
「
や
っ
ぱ
り
草こ

津こ

が
い
い
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
、「
人
も
ま
ち
も

元
気
」
な
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
私
は
三
島
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

三
島
も
豊
岡
市
長
が
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
み

し
ま
」
や
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し

ま
」
の
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋
川
市
長

も
、
草
津
川
跡
地
の
利
活
用
を
き
っ
か
け
と

し
て
、「
健
幸
都
市
く
さ
つ
」
や
「
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
く
さ
つ
」
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
三
島
市
と
共
通
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
橋
川
市
長
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

「
健
幸
都
市
く
さ
つ
」
や
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
く
さ
つ
」
に
つ
い
て
の
思
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

橋
川
市
長
：
草
津
市
は
こ
こ
10
年
く
ら
い
は
人
口

が
増
加
す
る
若
い
ま
ち
で
す
が
、
そ
の
先
は

人
口
が
減
少
し
、超
高
齢
社
会
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
将
来
を
見
据
え
て
、
こ
れ
ま
で

の
「
住
み
よ
さ
」
に
加
え
、
市
民
が
生
き
が

い
を
持
ち
、
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
「
健
幸
都
市

く
さ
つ
」
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平

成
28
年
8
月
に
、「
草
津
市
健
幸
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
そ
の
際
に
は
市
内
の
企
業
や
各
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
等
の
団
体
に
も
「
健
幸
都

草津市長

橋川 渉
対談日：令和２年12月17日
場　所：草津市役所

「かくれけり　師走の湖の　かいつぶり」（芭蕉47歳　元禄3（1690）年矢橋帰帆島公園に句碑あり）

草
津
市
健
幸
都
市
宣
言

全国滋賀県人会連合会副会長

平居 匡儀

Mayor Hashikawa:Kusatsu city 
is ranked first in Kinki District in 
the ranking of“ living　comfort”.
Especially highly it was evaluated 
as “convenience”“comfort””rich-
ness”,”convenient transporta-
tion”,”shopping environment,”rich 
natual environment of Lake Bi-
wa,”thick humanity””enriched edu-
cation””welfare policy are factors.
As a citizen of Kusatsu,we will 
promote a city where you can feel 
“joy”.

「住みよさランキング」基準の対象指数
安心度＝ 人口当たり病院・一般診療所病床数、老年人口当たり介護老人

福祉施設・保健施設定員数、20～39歳女性人口当たり0～4歳
児数、子ども医療費助成、人口当たり刑法犯認知件数、人口当
たり交通事故件数

利便性＝ 人口当たり小売業販売額、人口当たり大規模小売店舗面積、可
住地面積当たり飲食料品小売事業所数、人口当たり飲食店数

快適性＝ 都市計画区域人口当たり都市公園面積、転出入人口比率、水道
料金、汚水処理人口普及率、気候

富裕度＝ 財政力指数、人口当たり法人市民税　納税義務者一人当たり所
得、１住宅当たり延べ床面積、住宅地平均地価
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橋川 渉　草津市長

市
宣
言
」
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
独

自
の
健
幸
宣
言
も
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
、
１
９
５
の
企
業
と
市
内
14
す
べ

て
の
学
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
賛
同
い

た
だ
い
て
お
り
、
平
成
29
年
3
月
に
策
定
し

た
「
健
幸
都
市
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
健

幸
都
市
の
実
現
に
向
け
て
具
体
的
に
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
方
針
の
具
体
的
な
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

橋
川
市
長
：
こ
の
計
画
で
は
、
健
幸
都
市
の
実
現

を
、市
の
総
合
政
策
と
し
て
推
進
す
る
た
め
、

健幸都市くさつ ― まちづくりは人づくり
対談

「草津市健幸都市宣言」

生涯にわたって心も体も健やかで幸せに過ごせること
これはわたしたち共通の願いです
心身の健康には　自分の状態を知ること　適度な運動と休養　
バランスのとれた食事など　一人ひとりの取組が大切です
美しい自然や　住みやすい都市環境も大切です
そして　ともに住む人と人との絆や協働も大切です

くさつは　いにしえから　東海道と中山道がまじわる交通の要衝
宿場町として栄えてきました
人と人とが出会い　心と体を休め　旅の疲れを癒してきました
琵琶湖・田園などの豊かな自然環境もあり　
そこから得られる恵みも豊富です
今を生きるわたしたちも　この地で　出会いと自然に感謝しながら
住み続け　訪れることで　健幸になれるまちを　
ともに創造していきましょう

草津市は　生涯にわたって　一人ひとりが自らの健康を大切にし　
ともに支え合い　ここに暮らすことによって
絆や喜びが生まれ　幸せが感じられる　
笑顔あふれるまちを目指して　
ここに「健幸都市くさつ」を宣言します

平成28年8月28日
草津市長　橋川　渉
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水生植物公園みずの森 草津川跡地公園（de愛ひろば）

「
目
指
せ
、
健
幸
都
市
く
さ
つ
!!
〜
住
む
人

も
、
訪
れ
る
人
も
、
健
幸
に
な
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
〜
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、「
ま

ち
の
健
幸
づ
く
り
」、「
ひ
と
の
健
幸
づ
く

り
」、「
し
ご
と
の
健
幸
づ
く
り
」
の
3
つ
の

基
本
方
針
を
柱
と
し
て
、
健
幸
都
市
の
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
分
野
横
断
的
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
ず
、「
ま
ち
の
健
幸
づ
く
り
」
は
、
都
市

機
能
や
交
通
網
を
整
え
て
、
歩
い
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
進
め
る
な
ど

「
出
か
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
と
と
も
に
、
交
流
施
設
の
活
用
や
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、「
交
流
機
会
や

健
康
拠
点
の
充
実
」を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
、「
ひ
と
の
健
幸
づ
く
り
」
で
は
、
地

域
と
個
人
の
視
点
か
ら
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

取
組
の
支
援
を
行
い
、「
地
域
の
主
体
的
な

健
康
づ
く
り
を
推
進
」
す
る
と
と
も
に
、
く

さ
つ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
も
導
入
し
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
な
ど
「
個
人
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

最
後
に
、「
し
ご
と
の
健
幸
づ
く
り
」
で
は
、

産
学
公
民
が
連
携
し
、
健
康
に
な
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
支

援
に
取
り
組
む
な
ど
「
地
域
産
業
と
連
携
し

た
健
康
産
業
の
活
性
化
」
を
目
指
す
と
と
も

に
、「
大
学
・
企
業
等
と
の
連
携
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
　

健
幸
に
な
る
に
は
、
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
休
養
、
睡
眠
、

そ
れ
と
人
と
の
交
流
、
社
会
活
動
が
必
要
で

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
健
幸
の
秘
訣
だ
と
訴

え
て
い
ま
す
。
草
津
市
は
平
均
寿
命
・
健
康

寿
命
と
も
全
国
・
滋
賀
県
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
く
さ
つ
」
に

つ
い
て
は
、
い
か
が
で
す
か
。

橋
川
市
長
：
草
津
市
で
は
、
川
床
が
民
家
の
屋
根

よ
り
高
い
、
全
国
的
に
も
有
名
な
天
井
川
で

あ
っ
た
旧
草
津
川
の
一
部
約
７
㎞
が
平
成
14

年
に
廃
川
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
旧
草
津
川

の
跡
地
を
緑
軸
と
し
、
市
民
の
憩
い
の
場
・

市
民
活
動
の
場
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

す
る
こ
と
に
決
定
し
、
公
園
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
「
草
津
川
跡
地
利

用
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
草
津
川
跡
地
公

園
の
維
持
管
理
の
担
い
手
と
な
る
市
民
ガ
ー

デ
ナ
ー
の
養
成
を
行
う
た
め
、
平
成
24
年
度

か
ら
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
担
い
手
を
市
民
か
ら
募
り
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
サ
ー
ク
ル
〝
グ
ラ
ッ
シ
ー
〞
を
結
成
し

て
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
前
デ
ッ
キ
、
南

草
津
駅
東
山
道
記
念
公
園
、
草
津
駅
前
ニ
ワ

タ
ス
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

を
整
備
し
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
平
成

29
年
度
に
は
、
草
津
川
跡
地
公
園
（
de
愛
ひ

ろ
ば
）
の
供
用
開
始
と
と
も
に
、
活
動
の
場

を
広
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
平
成
30

年
に
は
、「
第
２
次
草
津
市
み
ど
り
の
基
本

計
画
」
を
改
定
し
、
日
ご
ろ
か
ら
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
に
親
し
ん
で
、
花
と
緑
が
い
っ
ぱ
い
の

魅
力
的
な
生
活
空
間
・
都
市
空
間
を
つ
く

り
、
自
然
の
豊
か
さ
に
包
ま
れ
た
、
う
る
お

い
の
あ
る
緑
住
文
化
都
市
を
創
造
す
る
た

め
、「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
く
さ
つ
」
を
位
置

づ
け
、
健
幸
都
市
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
先
進
地
で

あ
る
三
島
市
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
み
し
ま
」
の
様
々
な
取
組
に

つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
通
じ
て
花
と
緑
が
い
っ
ぱ
い
の
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

人口増加と平均寿命
⑴ 草津市は13万5850人で増加してい
ます。滋賀県下で第二の都市。大津
市34.4万人、長浜市11.7万人、東
近江市11.4万人、彦根市11.2万人、
滋賀県全体では141万人で0.2％増。
（令和２年12月末現在）
⑵ 草津市の平均寿命（平成30年発表）
男性82.6歳（全国５位、全国平均
80.8歳）、女性87.9歳（全国100位
以内、全国平均87.0歳）。

コンパクトシティ
都市郊外化・スプロール化を抑制し、
市街地のスケールを小さく保ち、歩
いて行ける範囲を生活圏ととらえ、
コミュニティの再生や住みやすい街
づくりを目指す発想。交通体系では
自動車より公共交通や自転車にスポ
ットを当てる取組。都市構造の空間
的な集約化による効率化を図ること
が目的。公共施設や商業施設を駅中
心に集中させ、「住みよい街」を形成。
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タブレット端末配布風景 ガーデンシティ（グラッシー活動写真）

「
子
ど
も
が
輝
く
教
育
の
ま
ち
、
出
会
い
と

学
び
の
ま
ち
」
ー
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入

平
居
副
会
長
：
橋
川
市
長
が
就
任
さ
れ
て
か
ら
、

子
ど
も
の
教
育
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
小
林
虎
三

郎
の
「
米
百
俵
」の
精
神
で
は
な
い
で
す
が
、

橋
川
市
長
は
「
草
津
市
の
未
来
、
日
本
の
未

来
を
担
う
の
は
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
教
育

の
充
実
こ
そ
が
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
」
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

て
、
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　
　

橋
川
市
長
の
子
ど
も
の
教
育
に
対
す

る
具
体
的
な
取
組
や
思
い
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

橋
川
市
長
：「
教
育
は
国
家
百
年
の
大
計
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
平
成
20
年

に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
子
ど
も

の
医
療
費
の
無
料
化
や
、
市
内
全
小

中
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
な
ど
、
子

育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
で
は
、
平
成
21

年
度
に
市
立
の
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
教
員
・
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
や
電
子

黒
板
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
各
校
に
配
置
し
、
授
業

の
補
助
や
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入

な
ど
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま

だ
全
国
で
も
珍
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
後
、平
成
26
年
か
ら
平
成
27
年
に
か
け
て
、

市
立
の
小
中
学
校
に
４
６
２
０
台
（
３
人
に

１
台
の
割
合
）
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
（
特
別

支
援
学
級
用
に
は
２
０
０
台
（
各
校
10
台
）

の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）
を
配
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
　

今
年
度
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を

受
け
て
、
12
月
ま
で
に
市
立
の
全
小
中
学
校

に
１
人
１
台
の
学
習
者
用
端
末
の
整
備
を
完

了
さ
せ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
実

を
結
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
の
情
報
化
を
通
じ
て
21
世
紀
を
生
き
抜

く
力
を
育
む
新
た
な
学
習
ス
タ
イ
ル
・
授
業

を
創
造
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
す
べ
て
の

児
童
生
徒
に
「
生
き
る
力
」
に
つ
な
が
る
学

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
児
童
生

徒
の
考
え
る
力
や
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習
者
用
端
末

を
う
ま
く
使
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
の

流
れ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
挙
手
を

た
め
ら
っ
て
い
る
子
の
授
業
へ
の
参
加
を
後

押
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
従
来
の
授
業
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な

る
の
で
す
か
。

橋
川
市
長
：
教
育
は
「
不
易
流
行
」
で
の
取
組
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
草
津
市
で
は
、

板
書
や
ノ
ー
ト
指
導
、
読
書
、
表
現
活
動
・

体
験
活
動
と
い
っ
た
従
来
の
学
習
ス
タ
イ
ル

（
ア
ナ
ロ
グ
）
を
大
切
に
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
改
善
を
図
り
、
ア
ナ
ロ
グ

と
デ
ジ
タ
ル
を
融
合
し
た
「
新
た
な
学
び
」

を
創
造
し
、
子
ど
も
の
確
か
な
学
力
と
生
き

る
力
を
育
む
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
各
学
校
を
巡
回
す
る

学習者用端末の配備
文部科学省はデジタル対応を進める「GIGA（ギ
ガ）スクール構想」で令和６年３月末までとした
配備計画を令和３年３月末に前倒ししました。し
かし、配備完了は８月末までに37自治体（2.3％）
にとどまり、12月までに予定（27.4％）、令和３
年３月末までに予定（70.2％）と配備完了がずれ
込んでいます。

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」の
実
践

―「
教
育
は
国
家
100
年
の
大
計
」

草津市における校務の効率化
ICT支援員：①ICT機器を用いた授業の補助・準
備、②実践事例の提供、③オリジナル教材の制作、
④ICT機器の整備・トラブル対応、⑤ICT教育に係
る教職員の研修、⑥学校HPの作成・管理の業務
を担っていただいています。
ICT教育スーパーバイザーの配置：ICT教育で実
績を持つ元校長がICT教育スーパーバイザーとし
て配置。ICT活用を学校経営の核の一つとして位
置づける中で、校長がリーダーシップを発揮でき
るように指導・助言を行っています。
校務支援システム：①校務の効率化・デジタル
化、②事務負担の軽減、③情報の一元化、④情報
セキュリテイの強化を目的に平成27年度から導
入しています。これらのシステムの導入により、
教職員の校務削減時間（年平均）一人当たり50
時間を達成しました。

ICT教育
Information and Communication Technology
＝情報通信技術教育。
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と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
に
つ
い
て
指

導
・
助
言
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
教

職
員
に
は
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

校
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、「
草
津

型
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
推
進
し

よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

橋
川
市
長
：
草
津
市
で
は
、
学
習
環
境
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
基
盤
と
し
て
、
主
体

的
で
協
働
的
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を
展
開

し
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
融
合
さ
せ
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
な
学
習
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

平
居
副
会
長
：
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
平
成
29

年
に
は
「
学
校
情
報
化
先
進
地
域
」、
平
成

30
年
に
は
草
津
市
立
草
津
小
学
校
が
「
学
校

情
報
化
先
進
校
」取
得
、令
和
2
年
に
は
「
学

校
情
報
化
優
良
校
」
取
得
、
と
各
方
面
か
ら

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
先
進
的

な
学
習
内
容
で
各
教
科
の
成
績
も
ず
い
ぶ
ん

上
昇
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
全
国
の

小
中
学
校
の
学
力
テ
ス
ト
を
見
ま
す
と
、
滋

賀
県
が
最
低
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
草

津
市
で
は
効
果
が
で
て
き
て
い
ま
す
か
。

橋
川
市
長
：
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
の

草
津
市
全
体
の
平
均
は
、
小
中
学
校
と
も
に

例
年
ど
の
教
科
も
全
国
平
均
と
同
等
ま
た
は

上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
は
他
市
に

先
駆
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
や
、
英
語
教
育
や
道
徳
教
育
を
、
市
全

体
で
推
進
し
て
き
た
成
果
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
教
職
員
の
が
ん
ば
り
が
あ
っ

て
の
こ
と
と
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

草津型アクティブ・ラーニング
草津型アクティブ・ラーニングでは、授業
開始→①タブレットPCに送信された資料を
みる→②結果を予想し、解決手順を考え、
タブレットPCに記入し、交流する→③ノー
トに自分の考えをまとめ、タブレットPCの
カメラで撮影→④電子黒板に意見を集約し、
交流する→⑤まとめ、振り返る、授業終了
→家庭学習→新たな「問題・課題」による
学習、というサイクルを大切にしています。
こうして、学習環境のユニバーサルデザイ
ン化を図るとともに、また、国内外との遠
隔授業・英語オンライン授業の実践を図っ
ています。

アクティブ・ラーニングの考え方は、平成
24年の中央教育審議会答申に出てきます。
「生涯にわたって学び続ける力、主体的に考
える力をもった人材は受動的な教育の場で
は育成できない。従来のような知識の伝達・
注入を中心とした授業から、教員と学生が
意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢
磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長
する場を創り、学生が主体的に問題を発見
し解を見出していく能動的な学習（アクテ
ィブ・ラーニング）への転換が必要」と。
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今
、学
校
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
、

教
育
委
員
会
で
は
「
学
校
教
育
令
和
の
四
改

革
」
を
掲
げ
、
1
人
1
台
端
末
を
有
効
に
活

用
し
た
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の
学

校
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
す
べ
て

の
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
が
両
立
す
る
学

び
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

平
居
副
会
長
：
こ
う
し
た
子
ど
も
の
学
力
向
上
に

向
け
た
取
組
と
併
せ
て
、
児
童
の
体
力
低
下

な
ど
が
著
し
い
中
、
平
成
27
年
度
よ
り
小
中

学
校
体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
に
聞
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
も
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

橋
川
市
長
：「
知
、徳
、体
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
も
大
切
で
す
。
平

成
26
・
27
年
度
に
小
学
校
の
体
力
テ
ス
ト
の

総
合
点
が
全
国
・
県
の
平
均
点
よ
り
低
く
、

体
力
の
低
下
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
中

学
校
で
は
部
活
動
が
始
ま
り
、
体
力
が
向
上

す
る
反
面
、
運
動
中
の
け
が
が
課
題
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

そ
こ
で
、
小
学
校
で
は
短
時
間
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
草
津
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
）
や
ダ

ン
ス
教
室
等
を
実
施
し
、
立
命
館
大
学
ス
ポ

ー
ツ
健
康
科
学
部
の
協
力
も
い
た
だ
き
デ
ー

タ
分
析
や
効
果
の
検
証
を
行
い
、
学
校
・
大

学
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
令
和
元
年
の
小
学
校
5
年
生
の
体
力
テ

ス
ト
の
総
合
点
で
は
男
子
は
全
国
・
県
を
上

回
り
、
女
子
も
県
を
上
回
り
ほ
ぼ
全
国
水
準

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

一
方
、
中
学
校
で
は
、
授
業
で
専
門
家
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
予
防
講
座
を
実
施
し
、

年
々
け
が
の
割
合
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
令
和
3
年
度
か
ら
始
ま
る
第
２
期

の
「
草
津
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
重
点

目
標
で
は
体
力
テ
ス
ト
の
平
均
値
だ
け
で
な

く
、
運
動
（
や
ス
ポ
ー
ツ
）
が
好
き
な
子
ど

も
の
割
合
も
、
全
国
の
平
均
値
を
上
回
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
一
方
、
草
津
と
い
え
ば
、
草
津
宿

が
有
名
で
す
。
草
津
宿
は
い
つ
頃
で
き
た
の

で
す
か
。

橋
川
市
長
：
草
津
宿
は
慶
長
6
（
１
６
０
１
）年
、

徳
川
家
康
の
東
海
道
整
備
に
よ
り
作
ら
れ
ま

し
た
。
翌
年
に
は
中
山
道
が
整
備
さ
れ
、
草

津
宿
は
東
海
道
・
中
山
道
の
分
岐
・
合
流
点

に
な
り
ま
し
た
。

　
　

宿
場
町
の
規
模
と
し
て
は
大
き
く
、
本
陣
２

軒
、
脇
本
陣
２
軒
、
旅
籠
屋
72
軒
を
数
え
ま

す
（
天
保
14
（
１
８
４
３
）
年
）。
草
津
宿

本
陣
（
田
中
七
左
衛
門
本
陣
、
昭
和
24
年
国

の
指
定
史
跡
）
は
全
国
で
現
存
す
る
本
陣
の

中
で
も
最
大
級
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
当
時

の
宿
帳
に
あ
た
る
大
福
帳
に
は
忠
臣
蔵
の
吉

良
上
野
介
、
浅
野
内
匠
頭
、
皇
女
和
宮
、
新

選
組
の
土
方
歳
三
な
ど
、
著
名
な
人
の
名
前

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
新
選
組
の
煙き
せ
る管

入
れ
の
忘
れ
物
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
現
在
は
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

橋
川
市
長
：
草
津
市
は
古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
す
。
国
指
定
の
史
跡
草

津
宿
本
陣
の
他
、
本
陣
の
並
び
に
資
料
展
示

施
設
「
楽
座
館
」
が
あ
り
、
草
津
市
立
草
津

宿
街
道
交
流
館
に
は
常
設
展
示
と
し
て
旅
籠

の
店
先
、
夕
食
・
朝
食
、
江
戸
時
代
後
期
の

草
津
宿
の
ま
ち
な
み
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
「
草
津
宿
場
ま
つ
り
」
は
例
年
4
月
末

に
開
催
さ
れ
、
草
津
を
代
表
す
る
春
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
草
津
時
代
行
列
は
全
国
で
も
珍
し

い
姫
行
列
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
他
、
全
国
の
宿
場
町
か
ら
お
い
し
い
グ

ル
メ
が
集
ま
る
宿
場
町
草
津
大
市
や
市
民
の

皆
様
の
パ
ワ
フ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
の
町
衆
熱
演

舞
台
な
ど
数
多
く
の
催
し
が
開
か
れ
、
東
海

道
・
中
山
道
界
隈
は
盛
り
上
が
り
ま
す
（
令

和
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
）。

宿
場
町
―
草
津
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草津宿場まつり（時代行列）草津のサンヤレ踊り（下笠）

平
居
副
会
長
：
草
津
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
は
令
和
2

年
に
国
の
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
の
指

定
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

橋
川
市
長
：「
草
津
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
が
市
内

7
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
は

疫
病
祓
い
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
し
た
が
、

農
村
で
の
祭
礼
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
な
か

で
、「
五
穀
豊
穣
の
願
い
」
が
込
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
室
町
時
代
の
祭

礼
芸
能
の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
伝
承
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
ま
た
平
成
30
年
に
は
、
日
本
遺

産
の
ひ
と
つ
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
―

祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」
に
も
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
（
注
） 「
サ
ン
ヤ
レ
」
と
は
「
幸
い
あ
れ
」
の

意

平
居
副
会
長
：「
日
本
遺
産
」
に
は
も
う
一
つ
、

国
指
定
の
史
跡
「
芦
浦
観
音
寺
」（
草
津
市

芦
浦
町
４
４
５
）
が
あ
り
ま
す
。

橋
川
市
長
：
芦
浦
観
音
寺
は
聖
徳
太
子
開
基
で
、

応
永
15
（
１
４
０
８
）
年
に
歓
雅
が
天
台
宗

寺
院
と
し
て
中
興
し
現
在
ま
で
法
燈
を
繋
い

で
い
ま
す
。
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
中
期

に
か
け
て
、
織
田
、
豊
臣
、
徳
川
の
近
江
支

配
に
深
く
関
わ
り
、
代
々
琵
琶
湖
の
船
奉
行

を
務
め
、湖
上
交
通
を
掌
握
し
て
い
ま
し
た
。

境
内
は
石
垣
や
土
塁
、
堀
に
囲
ま
れ
、
城
郭

を
思
わ
せ
る
特
異
な
景
観
を
持
ち
、
堀
は
水

路
で
琵
琶
湖
に
つ
な
が
る
な
ど
、
水
と
暮
ら

し
が
密
着
す
る
往
時
の
姿
を
今
も
と
ど
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
境
内
に
は
、
重
要
文

化
財
の
阿
弥
陀
堂
と
書
院
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
老
朽
化
で
修
復
が
必
要
で
、
修
復
費
の
募

金
運
動
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、
御
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
古
代
の
草
津
は
鉄
の
一
大
生
産
地

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

橋
川
市
長
：
近
年
の
発
掘
調
査
で
、
草
津
市
野
路

町
の
榊さ
か
さ
ざ
し差
遺
跡
で
国
内
最
古
の
獣
脚
鋳
型
と

仏
像
の
光
背
の
も
の
と
思
わ
れ
る
鋳
型
が
、

草
津
市
南
笠
町
の
「
黒
土
遺
跡
」
か
ら
国
内

最
大
級
の
鉄
製
鍋
釜
の
鋳
造
関
連
遺
構
が
発

掘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
鋳
型
関
連
遺
構
は
、

古
代
国
家
の
形
成
期
に
当
た
る
飛
鳥
時
代
末

〜
奈
良
時
代
初
頭
（
7
世
紀
末
〜
8
世
紀
初

頭
）
の
も
の
で
貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し

た
。
草
津
市
に
は
国
指
定
史
跡
の
瀬
田
丘
陵

生
産
遺
跡
群
の
う
ち
野
路
小
野
山
製
鉄
遺
跡

が
あ
り
、
製
鉄
炉
・
木
炭
窯
な
ど
の
製
鉄
に

関
連
す
る
一
連
の
遺
構
が
ま
と
ま
っ
て
見
つ

か
り
、
我
が
国
に
お
け
る
製
鉄
技
術
の
発
展

過
程
と
、
古
代
国
家
に
お
け
る
鉄
生
産
体
制

を
解
明
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

遺
跡
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
が

官
営
製
鉄
所
で
あ
り
、
律
令
国
家
体
制
の
発

展
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
の
草
津
は
鋳
造

や
製
鉄
な
ど
色
々
な
生
産
拠
点
が
広
が
っ
て

い
た
地
域
だ
っ
た
の
で
す
。（
参
照
：「
お
う

み
の
風
」
57
号
、
Ｐ
．
21
）

平
居
副
会
長
：
古
代
国
家
に
お
け
る
草
津
は
ど
う

位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
か
。

橋
川
市
長
：
古
代
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
「
東

山
道
」
が
市
域
を
通
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。「
東
山
道
」
が
通
っ
て
い

東海道５宿―土山宿、水口宿、石部宿、草津宿、大津宿
中山道８宿― 柏原宿、醒ヶ井宿、番場宿、鳥居本宿、高宮宿、愛知川宿、武佐宿、

守山宿、（草津宿）
北国街道４宿― 中河内宿、木ノ本宿、長浜宿、米原宿、（鳥居本宿）
西近江路７宿― 海津宿、今津宿、河原市宿、小松宿、木戸宿、和邇宿、衣川

宿
北国脇往還４宿― 郡上宿、伊部宿、春照宿、藤川宿
御代参街道４宿― （土山宿）、鎌掛宿、石原宿、岡本宿、八日市宿
江戸時代に近江には32宿がありました。

「道の国・近江」の宿場―32の宿場

黒
土
遺
跡
・
榊
差
遺
跡
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た
こ
と
で
、
当
時
の
先
端
技
術
で
あ
っ
た
製

鉄
や
鋳
造
技
術
が
伝
わ
り
、
成
果
品
が
輸
送

し
や
す
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
津
宮
遷
都

（
６
６
７
年
）
と
前
後
し
て
、
製
鉄
や
鋳
造
、

須
恵
器
生
産
が
行
わ
れ
る
国
内
有
数
の
生
産

地
帯
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。「
東
山
道
」

が
通
り
、
人
・
物
の
集
散
地
と
し
て
適
切
な

場
所
で
し
た
。

平
居
副
会
長
：
昔
か
ら
、
人
・
物
が
集
ま
る
場
所

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

橋
川
市
長
：
草
津
市
で
は
、
昔
か
ら
多
く
の
も
の

が
生
ま
れ
て
お
り
、市
の
花
で
あ
る
「
青
花
」

や
淡
水
真
珠
、
ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
、「
急

が
ば
回
れ
」
の
諺
の
発
祥
の
地
で
す
。
多
く

の
人
が
集
ま
り
・
交
流
し
、
新
し
い
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
ま
ち
と
し
て
、
今
後
も
発

展
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
最
後
に
、
全
国
に
あ
る
県
人
会
の

皆
様
に
対
し
て
、
草
津
市
の
こ
と
を
伝
え
た

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

橋
川
市
長
：
草
津
市
は
昭
和
29
年
の
市
制
施
行
以

来
、
人
口
増
加
を
続
け
て
い
ま
し
て
、
今
後

も
令
和
12
年
頃
ま
で
は
人
口
が
増
え
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
13
・
6
万
人
と
な

り
、
草
津
駅
周
辺
と
南
草
津
駅
周
辺
を
中
心

に
賑
や
か
で
元
気
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
琵
琶
湖
を
は
じ
め
、
自
然
が
豊

か
で
、
都
会
と
田
舎
の
良
さ
を
併
せ
持
っ
た

「
住
み
よ
い
」
ま
ち
で
す
。
草
津
の
語
源
は

「
草
の
津
」、「
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
・
物
・
情
報
の
交
流

が
盛
ん
で
市
民
活
動
も
活
発
で
す
。

　
　

令
和
3
年
度
は
草
津
の
未
来
を
つ
く
る
第
6

次
草
津
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「武士の　やばせの舟は早くとも　急がば回れ　瀬
田の長橋」という室町時代の和歌によるものとさ
れています。現在の矢橋（草津市）の渡し船で琵琶
湖を渡ると近道だが、
強風で難破すること
があり、危険な水路
より、遠くとも陸路
で瀬田唐橋（大津市）
を通った方が安全で
着実で、結果的には
目的地に早く着くこ
とを例えたものです。

ことわざ「急がば　回れ」
―語源は草津

草津川の畔では友禅染などの下絵となる「青花」
を江戸時代から栽培。夏に摘み取った花から汁を
絞り青花紙を作ります。その青花紙を絵皿に落と
し、染み込んだ青汁を戻すことにより優美な文様
の下絵が描かれます。最近では、血糖値の上昇を
抑える効能があることがわかり、お茶、コーヒー、
饅頭、クッキー、ソフトクリーム、ワインなど様々
な食品化が進められています。

青花

計
画
で
は
、「
ひ
と
・
ま
ち
・
と
き
を
つ
な

ぐ　

絆
を
つ
む
ぐ　

ふ
る
さ
と　

健
幸
創
造

都
市　

草
津
」
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、

将
来
に
お
い
て
も
こ
の
ま
ち
を
更
に
発
展
さ

せ
て
い
く
と
と
も
に
、「
住
み
よ
さ
」
を
維

持
し
な
が
ら
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

健
や
か
で
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
「
健
幸

都
市
」
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
創
造
し
て

い
き
ま
す
。
住
む
人
、
訪
れ
る
人
、
誰
も
が

「
健
幸
」
に
な
れ
る
ま
ち
を
実
感
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
長
い
時
間
、
色
々
と
橋
川
市
長
の

思
い
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

橋
川
市
長
：
こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

橋
川
　
渉
（
主
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

　

昭
和
24
年
2
月　

福
井
県
福
井
市
生
ま
れ

　

昭
和
48
年
3
月　

京
都
大
学
文
学
部
卒
業

　

昭
和
48
年
4
月　

草
津
市
任
用

　

平
成
16
年
6
月　

企
画
部
長

　

平
成
18
年
4
月　

政
策
推
進
部
長

　

平
成
20
年
3
月　

第
16
代
草
津
市
長
就
任(

現
在
四
期
目)

趣
　
味

ハ
イ
キ
ン
グ
、カ
ヌ
ー
、

　

旅
行
、写
真
、囲
碁
、

　

読
書
、家
庭
菜
園
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